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は じ め に
こ の 報 告 は ，1982 ～1983 年 の 冬 に 実 施 し た
積 雪 断 面 観 測 の 結 果 を 示 し た も の で あ る 。 た
だ し ， 例 年 と は 異 な り ， ま と ま っ た 積 雪 の 存
在 す る 期 間 に ， 可 能 な か ぎ ' ) 連 続 し て 観 測 日
を と ' ) ， 積 雪 の 変 化 を 追 っ て み た 。 連 続 し た
観 測 に よ っ て 積 雪 の 変 化 の 特 徴 を 知 る こ と が
で き る 。
測 定 結 果
測 定 場 所 は ， 富 山 市 城 南 公 園 の 草 地 で あ る 。
測 定 項 目 は ， 積 雪 の 層 構 造 ， 雪 質 ， 温 度 ， 密
度 ， 硬 度 ， 粒 度 ， 含 水 率 お よ び 全 積 雪 水 量 で
105
あ る 。 i l l 定 結 果 は 表 1 に 示 し た 。 表 中 の 雪 質
お よ び 粒 度 は ， 表 2 に 示 し た 記 号 を 用 い て あ
ら わ し た 。 ま た ， 「 高 さ H 」 は 地 上 高 で あ r ) ,
密 度 G , 硬 度 R , 室 温 T s お よ び 含 水 率 が 測 定
さ れ た 位 置 を 示 す 。 た だ し ， 密 度 の 場 合 は ，
角 形 サ ン プ ラ ー で 採 雪 さ れ た 雪 の 上 面 の 高 さ
で 表 わ さ れ て い る 。 硬 度 の 測 定 に は ， 木 下 式
硬 度 計 を ， 含 水 率 の 測 定 に は ， 秋 田 谷 に よ っ
て 考 案 さ れ た 熱 量 式 含 水 率 計 を 用 い た 。 図 l
に は ， 雪 質 の 変 化 の 様 子 を 概 観 す る た め に ．
連 続 し て 成 層 図 を な ら べ た 。 図 2 は ， 富 山 地
方 気 象 台 で 測 定 さ れ た 日 最 高 気 温 ， 日 最 低 気
侃 お よ び 積 雪 深 を 示 し た も の で あ る 。
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表 ’ ’ 9 8 2 ～ ' 9 8 3 年 冬 の 積 雪 断 面 観 測 の 結 果
成 層 図 に 用 い た 記 号 の 意 味 は 表 2 に 記 し た ｡ 高 さ H の 項 の 肢 上 部 の 他 は 被 雪 深 を 示 す
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